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平面 に対 して,頬 舌的に45°,90°,135°となる





デルAに 対 して,皮 質骨部でそれぞれ約10%と約
23%の増加,海 綿骨部で約44%と約39%減少 と
なり,モ デルBよ り増大 した。モデルAとBの比
較では,上 部構造によるインプラン トと天然歯と
の連結により,天然歯周囲骨の応力値の低下が確
認 され た。 また,モ デルCとD,特 にモデルDで
はPOMの応用 により,応 力値の低下 を回避 でき
ることがわかった。
【考察および結論】天然歯 とインプラン トを連結
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入 し第二小臼歯 と連結 したブ リッジのモデルB.
モデルBのポンテ ィック部近心側1mmをPOMと
したモデルC.ポンテ ィック部遠心側1mmを
POMとしたモデルDを設定 した。 インフ゜ ラン ト
と周囲骨間 にGAP要素 を設定,歯 根膜 に直交異
方性弾性材料 と設定 して被圧変位量を再現 した。
顎骨部前後 を完全拘束 し,各咬合面中央部に咬合
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